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1. はじめに 

スペクトル領域光コヒーレンス断層撮像法(Spectral Domain Optical Coherence Tomography, 

SD-OCT)は，非接触かつ非侵襲で断層画像を高速取得することを可能とする．したがって，

生体組織や生命現象内の断層撮像に応用されている．我々は OCT と Beer-Lambert則を組み

合わせた，生体組織内に局在する水分量の動態イメージングを目的として研究を行ってい

る．動態イメージングでは，近赤外領域の異なる 2 波長の水の吸収特性を同時に取得する．

本報では，近赤外領域におけるスペクトル領

域 2 波長 OCT システムの検討を行ったので

報告する． 

2. 実験 

図 1 は近赤外２波長 SD-OCT システムを

示す。波長 1024nmと 1475nmのスーパール

ミネッセントダイオード(SLD)光は，WDM

によって波長多重化され，光ファイバカップ

ラを経てマイケルソン干渉計に導波される．

このとき，2波長の光が同時同位置が照射さ

れる。信号光と参照光は WDM によって波長分離されたのち、独立に配置された近赤外分

光器に入射される。分光器はツエルニターナ型であり，センサには InGaAsリニアイメージ

センサが用いられた．本実験用に構築した分光器の特性は，波長 1024nmと 1475nmに対し

て，波長分解能と測定可能最大深度ははそれぞれ 0.1nmと 0.14nmおよび 2.84mm、1.91mm

である．ここで，試料の平均屈折率は 1.37 と仮定した．また，光源のスペクトルの半値幅

はそれぞれ 27.5nmと 50nmであり，対応する深さ方向分解能は 16.8μmと 19.2μmである。

試料面ではガルバノスキャナにより照射点を x 軸方向に 5μm 間隔、1mm 走査し 1 次元断

層撮像を計測した。- 

3. 測定結果 

図 2は，皮膚レプリカの同一部位を

図１の本実験系を用いて 2波長で同

時に撮像した OCT 画像である．光

軸方向 0.2mm 付近で皮膚レプリカ

表面を確認することができ，２層構

造が確認できる．図２の結果は，ポ

リウレタンの皮膚レプリカである

ため目立った差異は観測されない

が，ヒト皮膚や水分布があるときは，２波長の特性が観察できる． 
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図１ 近赤外 2波長 SD-OCT system. 

    

(a)中心波長：1024nm (b) 中心波長：1475nm 

図 2 皮膚レプリカ OCT画像 
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